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多細胞生物において、細胞-細胞間の相互作用は形態形成や機能維持の根幹とな
る。主要な細胞接着分子であるカドヘリンは、カルシウムイオンによって接着活
性が上昇することが知られているが、生体内における細胞外カルシウム濃度はそ
もそも高く維持されていることが多く、カルシウム濃度だけでは生体内における
カドヘリンの活性制御を説明できない。これまでに、カドヘリンの細胞内ドメイ
ンやその結合タンパク質であるカテニンのリン酸化が接着活性の調節に重要な役
割を果たすことが報告されており、がん遺伝子産物Srcによるチロシンリン酸化
の亢進はカドヘリンを負に制御することが知られていた。しかし我々は、発生期
の大脳皮質を用いたin vivoの系において、Srcファミリーキナーゼの活性上昇は
むしろ細胞接着活性を増強することを明らかにした。さらに我々は、エンドサイ
トーシスおよび細胞内輸送経路を介したN-カドヘリンの動態制御が、生体内に
おける細胞接着活性の調節に必須であることも示した（EMBO Rep 2023,
iScience 2018, Development 2014, Neuron 2010）。本セミナーでは、生体内
におけるカドヘリン依存的な細胞接着の制御機構と、大脳皮質形成におけるその
生理的意義について、未発表データを交えつつ概説したい。
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細胞生物学的視点から、脳機能や形態形成機構を解明されている
第一線の研究者の方です。皆様、奮ってご参加ください。
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